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	第1部
	杉村太蔵氏 記念講演「札幌の魅力が拓く地域創生の可能性」
	政治・経済・地域創生に関する知見をもとに、「経済」「観光」「地域創生」の視点から、札幌が持つ魅力と今後の可能性を考えます。講演では、札幌・北海道の経済成長の可能性や、観光都市としてのポテンシャル、人口減少・人材不足といった地域課題に加え、GXや再生可能エネルギーなど、北海道が持つ新たな可能性についても取り上げます。
	また、札幌が持つ「食」「自然」「文化」「都市機能」「観光」などの魅力を、地域経済の持続的な発展に向けてどのようにつなげていくのか。全国的な視点から、札幌の可能性を掘り下げます。


	第2部
	行政・民間・青年経済人が「札幌の次の10年」をトークセッション
	「地域に関わる私たちは、札幌にどのような価値を生み出せるのか」「行政・民間・経済団体が連携する意味」「札幌の魅力や観光の成長を、地域経済の発展へどうつなげるか」「若手経済人は、札幌の地域課題にどう関わることができるのか」「10年後の札幌のために、今から何を始めるべきなのか」など、登壇者それぞれが専門的な議論だけではなく、市民にとっても身近な視点から「札幌の未来」を考えます。

	登壇者プロフィール
	杉村 太蔵
	元衆議院議員

	加藤 修
	札幌市副市長

	秋本 崇
	札幌商工会議所 青年部 会長
	司会/ファシリテーター

	国井 美佐
	株式会社ゲート代表取締役
	札幌商工会議所 青年部 会員
	当日スケジュール
	15:00〜開会
	15:10〜第一部「記念公演」（40分)
	15:50〜舞台転換・休憩
	16:00〜第二部「トークセッション」(45分)
	16:50〜閉会挨拶・記念撮影
	札幌商工会議所 青年部 会長　秋本 崇 コメント
	札幌YEGにとって、創立10周年はこれまでを振り返るだけの節目ではなく、次の10年へ向けた新たなスタートだと考えています。札幌には多くの魅力と可能性がある一方、人口減少や人材不足、地域経済の持続可能性など、これから向き合うべき課題もあります。こうした課題に対して、行政や一部の企業だけに答えを求めるのではなく、地域で事業を営む私たち青年経済人も、自ら考え、行動し、立場を越えて連携していくことが必要です。
	今回の記念講演を通じて、札幌が抱える課題や可能性への理解を深めるとともに、札幌YEGの活動を知っていただき、地域社会への参画意識を高める機会を創出します。また、創立10周年をゴールではなく新たな出発点と捉え、札幌の未来を「誰かにつくってもらうもの」ではなく、一人ひとりが主体的に関わり、共に創っていくものとして考えるきっかけとなるよう、今後も活動を推進してまいります。

	メディアの皆様に取材・撮影いただけること
	・観光を起点とした地域経済の活性化について
	・観光都市札幌が目指すべき未来像について
	・登壇者インタビュー
	・創立10周年を迎えた札幌YEGのこれまでと、次の10年への挑戦について
	・行政・民間・青年経済人によるトークセッションの取材・撮影 など
	取材をご希望の場合は、下記QRコードより事前の申し込みが必要です



	札幌商工会議所青年部について
	札幌商工会議所青年部(札幌YEG)は、札幌で事業を営む若手経営者・後継者等で構成される青年経済人団体です。現在360名を超える会員が在籍しており、400名規模の組織を目指して、さらなる会員拡大を進めています。会員相互の研鑽や交流を通じて、自社の成長と地域経済の活性化を目指し、さまざまな事業に取り組んでいます。2026年度に創立10周年を迎え、次の10年に向けて、地域や行政との連携をさらに深めながら、札幌の未来につながる新たな価値の創出を目指しています。
	本プレスリリースに関するお問い合わせ・取材の申し込み



	札幌商工会議所青年部事務局
	担当：会員組織部 会員組織課　井畑
	〒060-8610
	札幌市中央区北1条西2丁目 北海道経済センタービル 2階
	TEL : 011-231-1317



